
ネオセルフ抗体検査について

本来は自己の細胞を攻撃しないはずの免疫が、妊娠に関わる組織に対して反応してしまうことで生じる自己抗

体の一種と考えられています。

妊娠の成立には、受精卵を受け入れるために母体の免疫が適切に調整される必要があります。しかし、免疫の

バランスが崩れると、着床の妨げや妊娠の維持が難しくなる可能性があります。ネオセルフ抗体は、こうした免疫

異常の一部を反映する指標として注目されています。

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。
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● 着床不全（良好な胚を複数回移植しても着床に至らない状態）

原因の一つとして、子宮内膜と胚の相互作用を阻害する免疫異常が挙げられます。ネオセルフ抗体が陽性の

場合、免疫が胚の着床を妨げている可能性が示唆されます。

● 不育症（妊娠は成立するものの、流産を繰り返す状態）

血液凝固異常や子宮形態異常などと並び、免疫学的要因が関与するケースがあります。ネオセルフ抗体が陽

性の場合、妊娠維持に必要な免疫寛容が十分に働いていない可能性を示すことがあります。

ネオセルフ抗体検査は、血液検査で行います。

- 検査でわかること -

● ネオセルフ抗体の有無（陽性／陰性）

● 免疫異常が着床不全・不育症に関与している可能性

● 治療（例：低用量アスピリン、ヘパリンなど）を検討する際の参考情報

ネオセルフ抗体は、着床不全・不育症のすべての原因を説明するものではありません。陽性であっても、治療によ

り妊娠が成立するケースは多くあります。検査結果は、他の検査や臨床状況と合わせて総合的に判断します。

費用 こちらをクリックしてご確認ください。

◎ ネオセルフ抗体とは…

◎ 着床不全・不育症との関連

◎ ネオセルフ抗体検査とは…
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